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試着実験による原型の数量的研究
長径項目について 一一
An Empirical Study of the Length on Basic Paterns 
佐野千佐 高 岡 朋 子
???
??
??
Chis a SANO Tomoko TAKAOKA Keiko BAN 
ABSTRACT 
The present study was designed to infer the length of the four very important blocks of the 
basic pattern and their relation to the length of center back to waist. If we could find the length 
of those blocks without measuring, the process of pattern-drawing and fitting should be simplified. 
The informants were measured by their length of : 1)center back to back waist 2) neck point to 
front waist 3) bust girth 4) underbust girth. The regression analysis method was applied for this 
study. The findings are as follows : 
1 . A. The length of back neck point to back waist is highly correlated to the length of center 
back to back waist, bust girth, and shoulder length. 
B . The length of shoulder point to center back waist is highly correlated to the length of 
center back to back waist and to bust girth. 
C . The length of center仕ontto front waist is highly correlated to the length of neck point 
to front waist. 
D . The length of shoulder point to center仕ontwaist is highly correlated to the length of 
neck point to front waist. 
2 . The width of bust dart is correlated to the length of bust girth and the length diference be-
tween the bust girth and underbust girth. It is also coロelatedto the length of neck point to 
仕ontwaist. 
I はじめに
体型に適合する衣服の型紙を作成するためには，原型の作図に不可欠な人体各部の正確な計
測値が必要である。 計測箇所を最少限にとどめさらに各部の適正な数値をとらえることができ
るならば，不馴れな学生にとっても容易に作図が可能であり仮縫いも合理的に行えるものと思
われる。1986年の実験の結果脇ダーツ幅については重回帰分析によって各人に適合する分量を
推定することができた。本研究はこの方法で得られたダーツ分量を用いて作図し新たな被験者
により着用実験を試みた。その結果作図するために必要な長径項目に関する回帰係数を抽出す
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ることができたので報告する。
E 実験方法
1.被験者と実験期間
本実験の被験者は18から20歳までの本学服飾美術科学生102名，実験期間は1987年11月から
1988年2月である。
2.採寸 ・作図
採寸時の着衣状態はブラジャー，スリッフと し，自然立位の姿勢で計測を行った。
採寸箇所は背丈，前丈，乳頭位胸囲， 下部胸囲の4項目である。前丈，乳頭位胸囲， 下部胸
囲の3項目は，実験者らが1986年に脇ダーツ幅についての研究を行い，そこで得られた回帰式
を用いて試着実験用のパターンを製作するために実測した項目である。前丈は頚側点 （頚付根
線と僧帽筋上部前縁との交点） から乳頭点を通り前ウエス トラインまでの長さとし， その他の
項目については「日本人の体格調査報告書」にもとづいて計測を行った。
パター ンの作図はB式原型を参考に胸囲からの割り出し法の製図を用い， またゆとり量は
工業用ボディ9号サイズで試着検討して得られた結果により5cmとした。
3.試着と補正
パタ ンー用布は10cm角のマスメシーチング （綿100%，平織，密度タテ20.3本／cm，ヨコ21.3 
本／cm，厚さ0.389mm，重さ1.263 g /lOcrf）を使用し，前中心線，後中心線，バス トラインにそ
れぞれマス目の色糸を通して布目を正した。試着には採寸時と同様のブラジャー，スリップを
着用し，1.5cm幅の中心にしるしを入れたゴムテーフをウエス トライ ンに固定させた。
補正上の留意点は，被験者に胸囲のゆとり量が適合するか，脇ダーツ分量が適当 （バストラ
インと裾線が水平）か，頭側点から肩先点までの位置に肩縫目線が納っているか等である。ま
た袖ぐり下部については人体肢寓部最下点より 2cm前後繰り下げるのが一般的とされているの
で本実験においても同様とした。
E 結果と考察
1.測定項目について
測定項目は表1に示す25項目である。 胸の高さ，ゆとり量，前後肩角度は計算で求めた数値
で，胸の高さは乳頭位胸囲から下部胸囲を引いた寸法，ゆとり量は後幅と前幅を足して乳頭位
胸囲を引いた寸法，前後肩角度は肩下がりと肩幅から求めた寸法である。 後肩先点は作図上の
前後の肩幅を同寸法にするため肩ダーツ分量を除いた位置と し，後肩傾斜丈，後肩下がりを測
定した （図l一①，＠）。ダーツ幅はそれぞれ脇線，肩線を引き直した直線上の寸法とした （図
1－＠，⑫）。
被験者の測定結果は表lの通りである。 前後の頚ぐり幅を比較すると後頚ぐり幅が約1cm大
であった。他の原型や実験結果をみると B式原型，D式原型，柳沢式原型では前後頚くり幅
表1 被験者の測定結果と比較
1988年被験者 n=l02 
検 ｛ 疋
1986年被験者 n=lOO 
測定項目
平均値 標準偏差 変動係数 平均値
背 丈 38. 24cm 2 .14cm 5.60 N.S 37.73cm 
j麦 丈 41.07 2.20 5.36 N.S 41.03 
後肩傾斜丈 40.59 2.09 5.15 
1品 丈 17.99 1.73 9.61 
前中央丈 33.92 1. 98 5.84 
円IJ 丈 40.33 2 .19 5.43 N.S 40.83 
前肩傾 斜丈 40.38 2 .12 5.26 
乳頭位胸囲 84.39 5.53 6.55 N. S 83.50 
下部胸囲 71. 75 4. 92 6.86 N.S 72.69 
胸の高さ 12.60 2.70 21.43 P <0.001 10.81 
脇ダ ー ツ幅 3.87 0.58 14.84 P <0.001 3.48 
後 申百 22.83 1.48 6.50 
首1) 幅 22.87 1.54 6.73 
ゆと り 量 7.02 1.72 24.49 N.S 6.68 
後頚ぐり深さ 2.83 0.51 17.89 
前頚ぐり深さ 6.42 0.74 11.59 
後頚 くり幅 7.49 0.62 8.28 
前頭 ぐり幅 6.52 0.41 6.22 
肩 中話 12.39 0.78 6.29 P <0.02 12.66 
後 肩 下がり 5.12 0.72 13.95 P <0.05 5.34 
前肩下がり 4.26 0.68 16.07 P <0.001 4.63 
肩 ダ ー ツ l隔 2.40 0.50 20.86 
後肩角度 24.46° 3.38。 13.83 
前肩角度 20.13 2.92 14.49 
図 1 パターン測定図
⑫ ⑫ 
①背丈②後丈③後肩傾斜丈④脇丈⑤前中央丈⑤前丈⑦前肩傾斜丈 ⑪脇ダー
ツ幅⑫後幅⑬前幅 ＠後頚くり深さ ⑬前頚くり深さ ⑪後頚ぐり幅⑬前頚くり幅
⑬肩幅⑫後肩下がり ＠前肩下がり ⑫肩ダーツ幅 ⑫後肩角度＠前肩角度
標準偏差
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の差はあまりみられないが，増田，平沢の実験結果では0.9～ 1 cmの差が報告されており，本
研究の結果と類似していた。肩傾斜角度の平均値は，後肩角度24.46 ° ＇前肩角度20.13 °となっ
た。この肩角度については他の研究者から様々な数値の報告がなされているほか，各原型の肩
角度にもそれぞれ相違がみられることから，肩部項目は個体差の大きい箇所であるといえる。
胸の高さと脇ダーツ幅の平均値を1986年被験者の体型と比較すると，今回の測定結果は乳頭
位胸囲が0.9cm大に対し下部胸囲が0.9cm小となり，この差である胸の高さと，この胸の高さか
ら得られる脇ダーツ幅に有意差がみられた。また肩幅，後肩下がり，前肩下がりにも差がみら
れたことは，肩部が前述のように個体差の大きい箇所であることに起因すると思われる。
つぎに「日本人の体格調査報告書」の19歳女子と比較すると，背丈と乳頭位胸囲に差がみら
れた（表2）。下部胸囲の平均値に1cmの差があり，乳頭位胸囲に有意差がみられたのは， 本
研究と報告書との被験者の着衣状態の相違と考えられる。
表2 「日本人体格調査報告書」との比較
1988年被験者 n=lOZ 
測定項目
平均値 標準偏差
背 丈 38.24cm 2.14cm 
乳頭位胸囲 84.39 5.53 
下部胸囲 71.75 4. 92
2.長径項目についての数値分析
(1）後丈の回帰分析
検 定
19歳女子任あ) n=780 
n=779 
平 均値 標準偏差
P <0.02 37.68cm . 75cm）① 
P <0.001 81.31 5.00 
N.S 70.75 4.01 ① 
平面製図を行う時の数値の把握においては，計測箇所を最少限にとどめ他は関連のある項目
の回帰係数を求めることで各自に必要な数値の予測が可能である。前回の脇ダーツ分量の抽出
と同様に相関係数の高い項目聞に注目し，後丈を目的変数とした重回帰分析を行った。相関の
高い項目を順にあげると背丈（0.97），後肩傾斜丈（0.95），前肩傾斜丈（0.92），前中央丈（0.91), 
前丈（0.90），脇丈（0.80）， の長径項目であった。数値はやや低くなるが後幅（0.50），乳頭
位胸囲（0.48），前幅（0.48），下部胸囲（0. 45），肩幅 （0.45）， にも相関関係がみられた （表
3）。
説明変数は，変数聞に高い相関関係のあるものを含めないことが望ましく，また実質的に測
定しやすい項目を選択することが妥当であることから，長径項目の中で最も係数の高い背丈と，
周径項目では測定しやすい乳頭位胸囲，肩幅の3項目を説明変数として回帰式を求めた（表4）。
この回帰式の偏回帰係数を検定するためのF値は3項目とも有意であったことから後丈を求
めるには，背丈，乳頭位胸囲，肩幅を説明変数として用いることが妥当であった。以上のよう
に後丈を Yとし，x Iに背丈，X2tこ乳頭位胸囲， x31こ肩幅を代入することで各自の後丈を
予測することが可能である。また回帰式の有効性を重相関係数で検定したところ有意であった。
実測値の後丈と重回帰による推定値で求めた後丈との重相関係数を図2に示した。 重相関係数
表3測定値の相関マトリ yクスと検定結果
測定項目 背丈 後丈 後肩 脇丈 前 前丈 前肩
手L頭位 下部 flZJ,ダーツ 後幅 前幅 肩幅傾斜丈 中央丈 傾斜丈 胸囲 胸囲 中国
三円じ 丈 1.00 
後 丈 0.973 1.00 
後肩傾斜丈 0.92本7＊ 0.95キ3＊ 1.00 
1お 丈 o.im 0.80 0.804 1.00 
前中央丈 0.9i5 0.91本3＊ 0.897 0.8i5 1.00 
前 丈 0.9本23 0.9本0学4＊ 0.905 0.79 0.9.ri 1.00 
前肩傾斜丈 0.9本i9 0. 91本9＊ 0.9zi o.sio o.9is 0.9本54 1.00 
乳頭位胸囲 o.Hi 0.479 0.547 0.216 0.5ホ0本6＊ 0.5キ75 0.568 1.00 
下部胸位 0.4i 0.45キ4＊ 0.504 本 0.214 0.468 本 0.523 0.538 0.872 1.00 
脇ダ ーツ幅 0.395 o.U6 0.450 0.179 0.468 。目525 0.5牢1本0車 。.Hi 0.57ホ2＊ 1.00 
後 幅 0.45 0.49 0.562 0.242 0.5本i9 0.604 本 0.578 0.9本20 0.836 0.648 1.00 
前 市首 0.43 0.47 0.527 0.20 0.49 0.579 0.576 o.9i6 o.siJ 0.79本9＊ 0.848 1.00 
肩 申百 0.468 0.45 0.463 0.235 0.458 本 0.53 o.5i9 0.5zi 0~456 0.374 0.592 0.503 1.00 
※ ***pくご001 ** Pく0.01*P<0.05 
※※ 1帰分析に必要な!NIのみ指載
σにD、
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表4 後丈の回帰分析結果
宅頁 目 名 偏回帰係数 標準偏回帰係数 F f直 標準誤差 偏相関係数
背 丈（X,) 0.9850 0.9572 1406.5500 0.0263 0.9669 
乳頭｛立胸囲（X,) 0.0370 0.0933 12.4588 0.0105 0.3358 
肩 幅（X,) 0.1462 -0.0518 3.6803 -0.0762 一0.1903
山疋 数 項 2.0940 
重相関係数 0.9763 回 帰
式IY=0.9…0370X,-0.一2.0側決定係数 0.9532 (Y ＝後 丈）
0.98，決定係数0.95となり，被験者の
ほぼ全員がこの予測式に該当するもの
と思われる。
(2）後肩傾斜丈の回帰分析
後肩傾斜丈を目的変数と した重回帰
分析を行うために，相関係数の高い項
目を順にあげると後丈（0.95），背丈
(0. 93），前肩傾斜丈（0.92）， 前丈
( 0. 91），前中央丈（0.90），脇丈（0.80)
後幅（0.56），乳頭位胸囲（0.55），前幅
(0. 53），下部胸囲（0.50），肩幅（0.46)
であった（表 3）。長径項目中相関係数
の最も高いものは後丈であるが，この
図2 後丈の実測値と推定値
y 
cm 
50 
． 
4b 
．・
．叫3：・－・，. 
. :t;f. 
• ,:'!4 
－・，..． 2・
． 
?
??
R=O. 9763 
50 cm Y 実測値 40 
項目は先に述べたように回帰式により
予測される数値であるため目的変数とするには適当ではなく，そのため実測値である背丈と，乳
頭位胸囲，肩幅を用いて回帰式を求め，偏回帰係数を検定した。背丈，乳頭位胸囲が有意であった
ため， この2項目を選択し係数を求め，その結果を表5に示した。さらに回帰式の有効性につい
て重相関係数を検討すると有意であった。このように後肩傾斜丈を Yとし，背丈を X1，乳頭
位胸囲を X2に代入すると，各自の後肩傾斜丈が推定される。また後肩傾斜丈の実測値と回帰式
で求めた推定値との重相関係数は0.94，決定係数は0.89となり，かなり高い数値を示した（図 3）。
表5 後肩傾斜丈の回帰分析結果
工頁 日 名 偏回帰係数 標準備回帰係数 F f直 標準誤差 偏相関係数
背 丈（X,) 0. 8310 0.8495 517.7809 0.0365 0.9162 
乳頭位胸囲（X,) 0.0690 0 .1815 23.6429 0.0142 0.4391 
定 数 項 3.0349 
重 相関係 数 0.9422 
y =O目8310X，十0.0690X，十3.0349
決定 係 数 0.8877 (Y ＝後肩傾斜丈）
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後肩傾斜丈の実測値と推定値図3前中央丈の回帰分析(3) ?
???前中央丈と相関の高い項目をみると
50 前丈（0.94），前肩傾斜丈（0.92），背
丈（0.92），後丈（0. 91），後肩傾斜丈
、
－．、．
. . ；：・；~· . 
・.,:-.・ 
. c・2．． ．、，
とな り，数値(0. 90），脇丈（0.82)
はやや低くなるが後幅（0.52），乳頭
位胸囲（0.51），前幅 （0.50），脇ダー
ツ幅（0.47），下部胸囲（0.47), 肩幅
40 
乳（表 3）。 前丈，であった(0.46) 
肩幅を説明変数として回帰頭位胸囲，
???式を求めたところ，偏回帰係数の検定
R=O. 9419 では前丈にのみ有意差が現れた。つぎ
y 
cm 50 40 に背丈と乳頭位胸囲により係数を求め 実iJ!IJ値
2項目とも F値は有意であた結果，
前中央丈の実測値と推定値図4り前中央丈を説明する変数として妥当 〈?
??しかし前丈1項目で回帰式であった。
を求めた時の相関係数は0.94，背丈，
． ． 
” 
・2・2・，．’
・色f.. . .，・ 2
．・ぷ－－’‘：.・．:.·.~- ・－・．ア
乳頭位胸囲を変数としたときの重相関
40 高い係数の係数は0.92であったため，
前丈による単回帰式を採択した（表6）。
図4は相関係数0.94を表したものであ
る。同時に式の有効性をみると有意で
あった。以上のことから表6の回帰式
30 のXに前丈を置き換えて前中央丈（
を求めることが可能である。y ), 
R=O. 9414 
?
??
前肩傾斜丈の回帰分析(4) 
y 
cm 表3より前肩傾斜丈と相関の高い項 40 30 
実測値
目は前丈（0.95），後肩傾斜丈（0.92), 
背丈（0.92）， 後丈 （0.92），前中央丈（0.92），脇丈 （0.81）の順であった。 数値はやや低く
前中央丈の回帰分析結果表6
偏相関係数標準誤差f直F 標準偏回帰係数偏回帰係数名目宅頁
0.9414 0.0305 
Y =0.8510X-0.4024 
779 .132 0.9414 
1 ~よ央：~ I
0.8510 
-0.4024 
0.9414 
0.8862 
項
数
数
丈（X)
係
イ系
数
??
前
中目
決
,-,.. 
疋
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なるが後幅（0.58），前幅（0.58），乳
頭位胸囲（0.57），下部胸囲（0.54), 
y 図5 前肩傾斜丈の実演lj値と推定値
cm 
肩幅（0.52）にも相関関係がみられた。 50 
説明変数には相関関係の一番高い前丈
と実測しやすい乳頭位胸囲と肩幅を選
択し回帰式を求めた。得られた偏回帰
係数の F値は前丈のみ有意であった。
さらに実測値である背丈，乳頭位胸囲
を説明変数として求めたところ，重相
40 
． ．－・．・・F. -・-． ．
－－ー－ー
． 
・・旦・b
－ー.：・．・了・．・『 ’ ，・. -,. ・h・,. 
関係数は0.94となり，前丈1項目の単
回帰式を用いた時の相関係数は0.95で 推
あった。従って係数の高い前丈の回帰 富
式を選択し，式の有効性を検定したと
ころ高度に有意であった （表7，図 5）。
これらのことから前肩傾斜丈を Yとし， Xに前丈を代入する回帰式を求めることで， 各自の
前肩傾斜丈を予測することができる。
3.脇夕、ーツ分量の数値分析
Rニ0.9549 
実視lj値
40 
?
????
各自に適合する脇夕、、ーツ分量は経験的にとらえられることが多いが， 実験者らは1986年の研
去において乳頭位胸囲，前丈，胸の高さを説明変数とする重回帰分析により脇ダーツ分量を把
握した。今回，その脇ダーツ分量の回帰式を用いて試着用パターンを作製し，実験を試みた。
表 1を見ると脇ダーツ幅の平均値に有意差があり，この回帰式を用いて試着実験した測定値の
偏回帰係数と定数項は変ることが予測されたので，再度重回帰による分析が必要と思われた。
そのため，より安定した数値が得られるように被験者数は前回と合わせて202名と し，説明変数
には乳頭位胸囲，胸の高さ，前丈の 3項目を抽出して重回帰分析を行った。なお下部胸囲，後丈
にも相聞はあったが，下部胸囲は乳頭位胸囲と，後丈は前丈とそれぞれ相闘が高い項目なので
説明変数には用いられず，その他の項目も相関係数が0.4以下と低いために採択できなかった。
表10は脇ダーツ分量の回帰分析結果である。偏回帰係数の F値は 3項目とも有意であり，また
式の有効性をみるため重相関係数の検定をした結果も有意であった。以上のことから説明変数
に前回と同様乳頭位胸囲，胸の高さ，前丈の 3項目を選択したことは妥当であったと思われる。
表 7 前肩傾斜丈の回帰分析結果
宅貢 目 名 偏回帰係数 標準偏回帰係数 F f直 標準誤差 偏相関係数
前 丈（X) 0.9250 0.9549 1034.7159 0.0288 0.9549 
疋｛ 数 項 3.0509 
相関係数 0.9549 回 帰 式
Y =0.9250X +3.0509 
決定係数 0. 9119 (Y＝前肩傾斜丈）
Yを脇ダーツ幅とし， X1に乳頭位
胸囲，X2に胸の高さ，X3に前丈を
置き換えて各自に必要な脇ダーツ分量
を推定することができる。実測値の
ダーツ幅と重回帰による推定値で求め
たダー ツ幅との重相関係数R=O. 72 
を図6に表した。前述に予測した通り
偏回帰係数と定数項が変化し，これに
より重相関係数と決定係数に前回より
も高い数値が得られた。しかしこの数
値は他の長径項目すなわち後丈，後肩
傾斜丈，前中央丈，前肩傾斜丈の重相 推
1E. 
関係数より低いことから，脇ダーツ幅 値
は人により差が大きく現れる項目であ 実測値 3
るといえる。表8，表9は脇ダーツ分量の
重回帰分析に必要な項目の平均値，標準偏
差，相関係数および係数の検定結果を示し
たものである。
実験者らは回帰分析を用いて平面製図の
利便を計り仮縫いを合理的にしようとする
目的で研究を行っているが，長径項目，脇
ダーツ幅をそれぞれ回帰式から求めること
でその分量を把握することができ，より目
的に近づいたと思われる。しかし回帰式の
係数については数値の安定を計るために今
後も被験者の数を増していく必要があると
思われる。
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図6 脇ダーツ幅の実測値と推定値
y 
cm 
4 
．?． ． ?．
．?． ． ?
． ?．．? ?．?? ?
R=O. 7134 
y 
4 6 cm 
表8 1おダーツ幅に関する平均値・標準偏差
n =202 
測定項目
脇ダーツ幅
乳頭位胸囲
胸の高さ
前丈
平 均値 標準偏差
3. 68cm 
83.95 
11. 72 
40.58 
0.52cm 
5.41 
2.51 
2.09 
表9 脇ダーツ幅に関する相関マ トリ ックスと検定結果
測定項目 脇ダーツ乳 頭位 胸の高さ前丈幅胸 囲
脇ダーツ幅 1,000 
乳頭位胸囲 0.650 1.000 
胸の高 さ 0.50本8 0.407 1.000 
*z* ＊＊本 本前 丈 0.4 6 0.501 0.151 1.000 
叫• P<0.001 事 P<0.05
表10 脇ダーツ幅の重回帰分析結果
項目名
乳頭位胸囲（X1)
胸の高さ（X,)
前丈（X,)
定数項
重 相関係数
決定係数
偏回帰係数 標準偏回帰係数 F f直 標準誤差 偏相関係数
0.0430 0.4497 52.1255 0.0060 0.4565 
0.0630 0.3015 30.5853 0. 0114 0.3658 
0.0390 0.1548 7.2409 0.0145 0.1878 
-2.2777 
0.7153 
Y = 0. 0430X1 + 0.0630X, + 0.0390X, 2. 2777 
0. 5116 (Y＝脇ターツ幅）
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i'l 
0.019 
0.074 
-0.046 
-0.000 
0.009 
0.079 
0.033 
-0.129 
-0.061 
0.062 
0.064 
0目021
0.082 
0.165 
-0.340 
0.281 
0.035 
0.277 
-0.051 
0.232 
-0.567 
0.531 
v 
0.035 
-0.069 
0.062 
0.030 
0.091 
0.010 
0.011 
-0.031 
-0.076 
0.075 
-0.304 
0.057 
0.059 
-0.363 
0.090 
0.135 
0目136
0.074 
0.265 
0. 715 
0.466 
-0.437 
主成分分析の因子負荷量
N 
0.016 
-0.068 
-0 104 
0.118 
0.036 
0.135 
0.090 
-0.180 
-0.223 
0. 311 
-0.274 
0.162 
0.260 
0.175 
-0.058 
0.291 
0.049 
0.802 
0.452 
-0.129 
0.359 
0.293 
??
0.146 
0.000 
-0.085 
-0.159 
-0.054 
0.006 
0.015 
0.061 
0.023 
0.040 
-0.069 
0.033 
0.397 
-0.172 
-0.721 
0.642 
0.571 
← 0.197 
0.568 
0.054 
-0.238 
0.286 
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?
?
??
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?
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?
?
?
?
?
????
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?
??
?
?
?
??
??
?
?
?
??
?
?
??
?? ???
??
??
?
??
??
??
?
ゅ
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1.013 
4.6 
83.0 
1.306 
5.9 
78.4 
1.608 
7.3 
72.5 
2.021 
9.2 
65.1 
2.805 
12.8 
55.9 
9.503 
43.2 
43.2 
固有 値
寄与率（%）
累積寄与率（%）
なお，測定項目がどのような要因から成り立っているかを主成分分析で求めた。累積寄与率
が80%以上になると変数聞の関係がほぼ言い尽くされているとして第6主成分 （累積寄与率
83. 0%）の因子までを検討し， その結果を表11に示す。第1因子「体格の大きさを表わす因子」，
第2因子 「肥満，痩身を表わす因子」，第3因子「頚ぐのに関する因子」，第4因子「肩に関す
る因子」，第5因子「胸の高さを表わす因子」，第6因子 「肩ダーツ幅とゆとり量を表わす因子」
が抽出された。
めと
?
N 
作図を行う時の数値の把握は，計測箇所を最少限にとどめ，他は関連のある項目の回帰係数
を求めることで各自に必要な数値の予測が可能である。今回学生を対象に試着実験を行い， 長
径項目と脇ダーツ幅の分量を得ることができた。その結果をまとめると次の通りである。
1 ）長径項目について測定項目の中からそれぞれに関係する項目を選択し回帰分析を行った
結果，
肩幅X3として Y=O. 9850 x 1 +o. 0370 x 2一0.1462 後丈Y，背丈X1，乳頭位胸囲X2, ① 
X3+2.0940の予測式を得た。
後肩傾斜丈Y，背丈Xl，乳頭位胸囲 X2としてY=o. 8310 x 1 +o. 0690 x 2+3. 0349の予② 
測式を得た。
③前中央丈Y，前丈Xとして Y=O. 8510 X -0. 4024の予測式を得た。
④ 前肩傾斜丈Y，前丈Xとして Y=O. 9250 X +3. 0509の予測式を得た。
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2）脇ダーツ幅については実験者らが1986年に行った研究の被験者と合わせた人数で重回帰
分析を試みた結果， Y=O. 0430 x 1 +o. 0630 x 2+0. 0390 x 3-2. 2777の式を得た。 Yは脇ダー
ツ幅， X1は乳頭位胸囲，X2は胸の高さ，X3は前丈で、あり，採択した 3項目は1986年の研究
と同様であった。
なお，回帰式の係数については数値の安定を計るため，今後も被験者数を増していく必要が
あると思われる。
おわりに，実験にご協力いただいた本学服飾美術科学生に深謝します。
また，筒井京子服飾美術科科長先生のこ退任に際し，在職中にご指導いただきましたことを
心から感謝申し上げます。
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